
第四十五回古民家歴史部会会歴史探訪
「横浜開港 15 0周年海防三浦半島の歴史を探る」

原本朗起稿

「VI」湘南国際村・関根不動尊コース
平成21年 12月3日（木）償姶、； JR逗子駅東口 改札前10時 10分厳守）

行程； JR逗子駅→逗子駅前バス移動10時 18分発 (25分）終点「国際村センター」 (34 0円）

→湘南国際村→つつじ道→軽部家長屋門→無人野菜売場→炭焼釜→子安の里・庚申塔→関根御滝不動尊
→妙忍寺→立石不動尊→（浄楽寺・天神島省略予定）→バス停「立石」 (20分） →逗子駅着 (32 0円

位） →逗子駅前商店街昼食後解散。

湘南国際村
平成6年「歴史と文化の香り高い21世紀の緑陰滞在型の国際交流拠点」として開村した。現
在，（株）湘南国際村協会などが活動する湘南国際村センターをはじめ OO)社会経済生産性本
部の生産性国際交流センター，国立大学法人総合研究大学院大学， OO）地球環境戦略研究機関
社会福祉法人全国社会福祉協議会中央福祉学院及び，民間企業の 7つの研究機関において，国
際的視野に立った学術研究，人材育成，技術交流文化交流の事業が展開されている。
又，居住施設に於いてもホームステイ・ホームビレッジ等の日本文化紹介の交流活動が行われ，
国際社会に貢献すると共に地域社会の発展に寄与している。

1・湘南国際センター（よこすか水道水の広場・眺望優れたレストラン，カフェテリア）
三浦半島中央部丘陵に位置し，学術研究・人材育成・技術交流・文化交流4つの機能を集積し
て緑陰滞在型国際交流拠点で，平成6年 5月に開村。会議・研修・宿泊等機能を担ってレスト

ラン利用も可能。
2・軽部家の長屋門

今からおよそ 120年前，秋谷村の名主であった若命家（リカ｝イケ）の長屋門を新築するに当たっ
て，旧長屋門を此処に移築したものと伝う。長屋門には扉はつかず，左右は納屋になっている
もので，長家門と言うより，納屋門と言う方が良いかもしません。屋根は茅葺きとなっており，
屋根裏は広く，物置に利用されている。

3・炭焼き小屋
以前は世帯ごとに炭焼き釜を持っていたが，現在炭焼き窯を持っているのは2ヶ所だけ。

4・庚申塔
中に 1匹の猿が御幣をもった享保6年 (1721)の塔が珍しい。

5・子安の里（日当たりの良い斜面に，畑，林など山里の風景。焼き芋窯もある。
6 •関根御滝不動尊（堂前の湧き水は妙薬の名水とされ，胃腸病に効果あると言う。

胃腸に効く霊水と言う清水ヶ溢れる処。隣の社は牛馬の神の日月様を祀っていて，かつては，
新箸祝の行事も行われていた。

7 ・妙忍寺（日蓮宗•本尊日蓮聖人莫定デンテイ大曼陀羅）
永正元年 (1504)当市長坂に建立。開基は関沢九郎右衛門で，開山は静真院日長。寛文元
年 1661)現在地に移転建立。 29世貞教院日祐本堂再建。

8 •秋谷の立石・秋谷海岸（夕日は絶景，遠く富士山，江ノ島）
波打ち際に高さ 12m,周囲30mもある巨岩「秋谷の立石」として「神奈川景勝100選」
指定。初代安藤広重も「相州三浦秋屋の里」と題し描いた。

9・天神島（佐島港西端三浦半島に残された自然海岸。遊歩道，ハマダイコン5月，ハマユウ 7月，
ビジターセンター無料休館日月曜年末年始）

10• 立石不動尊
11 ・浄楽寺（浄土宗・金剛山勝長寺•本尊阿弥陀三尊）

文治元年(1185)源頼朝が父義朝らの供養と平家追討の戦勝記念として鎌倉大御堂谷に建立し、後
建永元年(12%）台風で崩壊、源実朝が和田義盛に復腺を命じ、此の地に造営した 7阿弥陀堂の一
つで、鎌倉期の僧寂慧良暁が復巽に尽力したと言う。天正 19年(1591)徳川家康より 3石朱印。
本堂裏手収納庫の中に本尊阿弥陀三尊が、木造不動明王、毘沙門天像運慶作（木造月輪名札 2枚・
何れも国重文）安置。境内に日本郵便制度の父、前島密の墓3

以上
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4 5回歴史探訪逗子資料メモ

軽部家長屋門 この辺り軽部と若命の性が多い。

（古くは苅部家と名乗っていた）

ー猿庚申塔 お猿が御幣を担いだ石塔（享保 4・6年）で、この辺りニカ所の石造

物郡にそれぞれ 1休づつ残っている。三浦半島西岸にのみある大変珍しい庚申

塔である。

子安の里 軽部・若命の一族が開拓したところ。

（古くは平家の隠れ里とも云われている）《源氏のお膝元でしかも三浦の領内こ

のような里があったとは考えにくい、全くの想像だが六代御前が捕らえられ逗

子に逗留した時付き従ってきた雑兵共が六代の処刑（建久10年）の後役人の日こ

ぼして山中に逃げ密かに暮らしていたのかも知れない。大変飛躍した見方だが、

前出の御幣を持つ猿も建久と享保五百年の開きは有るが平家人の血がなせる業

か。》

牛頭観音 意味合いは馬頭観音と同じ。

珍しいものでは、観音様に角が付いたものや、観音様が牛の頭を抱えたものな

どがある。

堅牢地神

地神とは、「金光明王経」の八堅牢地神品には衆病を医療し又怨敵を降伏さ

せ異論を制御する神です。堅牢地神と同一視することもあります。

我々が目にする堅牢地神とは、大地を神格化したもので古くは大地の堅牢さ・

万物を育成させ恵を表す神として信仰されています。



庚申の

ー猿から

二猿・三猿

への変遷

栄区公田町朝日平和台

木谷雅一殿 レポートの抜粋

平成廿一年十一月一日

発行責任者 本郷ふじやま公園 古民家歴史部会木島
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山壬と喉り誌ぴ‘つき心社物ゥクえがらいうと、古いものIょ
こ‘‘人わず冷しかない。そのなかで東原頃物館に保危されていう

g百屹糸砲（撹免も鱈疇） 1：： lt山旦疇知知麟パ噂

と豆もに二滋釈瑞 I,＼てあり、ぅ奇壬県比企郡梵、光存所絨‘の日吉七

社樟戌現版本（碓定宦町紅月）には七匹の瑶叫膨られてヽ＼る。し

かし．庚甲芥反繍 1：： （さ牧を埠く：：と 1さなかフた。江后唸校に 1かヽ？

て、ようやくその例を知ると＼＼力た状態、があか。

如象幻疇叶隧 lふつ寛永ヤ六和ム壬

ニ←社ィ装養堪が‘それで、約虹知糾士

のかわし）にい蒙lこのった令t::...g哀い配してある。

ふ広庚申函供条塔豆砂＼で、今丘‘知ちれた

浪 豆1む長古のもりであ印七〇国鯰釣危

館~は集言宗で、したが｀っズ山王と奉す＂る
天台完のものでないと辺が面白、＼。とにかく

峠噂土にかえた柏案な幻いい紅紘ざ謁

べきであ乃う。こ水が‘咲柑‘となったかど1うか＼な．

噂だが＇．ぅェ鰭噂恥溶に 1~ これ這芦‘

っぽ｀つり嚢がわらわれ忍砂である。

たた‘'庚申塙にオ衆拭あらわれるのは｀二うしたうエ芦忍のもの

ぶ＇）、疇ゃ 4言‘州て｀＼足立された石栢糾のもののしまうが名心砂舟磁就
ー．．—-—-一→ ・・.c．ユー93

群、忌泉忠堵危）、八禾妙狂 麟 o恥（喝：、 ＼‘-9：--しr- ．"t翌
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70 山王二十一社供投塔

右は元和九年 (J奇王梨北瓦低羽三郎村戸ケ祠常楽寺）

左；こ窃永一六年（束京応北区赤羽町一丁目宝沿院）

56 rc 塔型（承応四年）

及野市乎井，凡臼域退化神社

54 iえ近り1た，PJ9 (~* =0年）

群凸弗佑玲和I沐妨芙寺

虚籾の炭印苓禽罪）。詳し‘‘

こいい砂ヽらない力＼しこれ硫

稼吋象）さ、あが` ＼な此企系

叶稔セ弓＼くものかとも要ナ泣豆ぷ、

和知のもの＼よふ王を現わした

む戸‘はなく、硝的吋反申

熔である。こKLらは江戸の
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57 宝辺印塔型（明西三年）
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ものとの蹂逢 Iよ帝えられすしそみ地に荘立しで発生したも

のと屁られる，

ぅェ戸妥叫麦克：溶が汀象の出現は、い収ぶ')¥1くらか

孔れ、正像繹臼！まい吐ってい和砂代決砂なもの＼よ

つぎのとお j ぞあ ~9

東鱗げ＂）区町屯 7這稲 荷 公糸四年（謬虚）

東口却北区田揺町和久町 駅表（四逗）

虹 i紐 呵 ふ 紐 嘩 戸 本 狂 翠竺砂＼訟

"椰 足立区）沿助 月＜応現（魂鯰

東鰭P合原区ヲ攻算観音 合く応尋←這）

ここにあ＼ゲ｀た五甚の庚申塔 lこlit、全 1覚茂の山壬4共養
忍以降に出＼なじめた猜柔ぶ刻んーである。いずれも江戸時

代籾踪砂砂すべ朱的なも0)て｀．浪申の成 /jこう LZ出緩

したと芥りのうえから訊如‘‘ぎ3芍‘優、在であ3，そ収ぞれの
ぐ． 9 ・，

特徴や令も文など｀と述べう。
;'/; 

しf.,
:1は罪加VIJ甘）和 '1

I 

麟荷のば枝碑唖の中如：：弥 •\n
¢.1 

＼ 
J.、

究這心基炉戸 l：：：令喝二矛業を t_i デ 18 
線彫にレ、疇P！二ぐ（ウー` ムア、ウ砂）岸 >1 •=- . 

造江庚申碕係条為戎当二世； r．．．．、 ＇ 

繹四 茸這ゴも声あるか、なに[”

戸戸） ぶん粗各な魯減石ので、沿，，，，ぎ）した．:
東京閑・，気 '1ii.3疇虹 二；苓.,.'<.",ロやか

6 f「FLー哨亙且佐板汎＇界 J. こと I~ わからない。ぅ象のあ＼ヽだ‘jこも て7．苓望？噂了雰零雲霞-を

迎主火んがさざんであるらいヽ。 大ヌ恥 Iょ
三 0 セ-Jテ四角程度の小ざな台石て＂、正面 lこ

淳膨）こされた二戎のうち旬別のは知象てい合嘗、

却則の l;}::!._ボ｀ジをかぶ‘り旗とかつき冴羨飼きにレぇぶんがいる。

鋒（なた虹漆造立庚蜂知訊口収、蔑安嗜浪債ヤ謬恥とあ

る。これ＼含あきらかにいい知註 tょのだ‘が、嘩いヽニとに二

り!;~翠l 萄が失われているのて‘＼本蒐とはな：：：カペ危てられて

“〗・； いたか知つよしもない。同寺の仕戦ふ詮3 ところ

内 ／こよると、者これ Ii瘍の神社にあったものらしく，欠しく

:さ沼 門の中 1::涅里念っていたものだそうで、う礼 1こ）な山知洸

> 恥ま応のって＼＼ f：：：ということだ‘hミ、花れがな 1：：もの

苫 であつか萌らかかなかった。その点で‘やや矛完生な逍

物ではある応オ点をあらわした和邸のものとしで峨隻

な宅のであろう，

っかの日光のもの＼名蒋稔のうん｀象盆王呑の東

の四本竜呑にあるものて:氏町専士にぷ 1)発表さiけたものb

41 二以9)て9b（凜安三iF.J

• h.a；如い出が「＊·’ゞh•

88 日光の二猿塔

（左1之承応三年，右は万ポニ年）

（拐木県E光市四本竜辛）
ヽ
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（承応三午）

・立ば足 9.rヽ'+h“ 

誌固ニメート）レ1：：：余る大きな桜碑，ぶうの和応‘、 .t部迂

予ームの下に乞祐ニ喉応肋合って埓原加：：されて＼＼れ。

中央に r奔信筏庚車名原成哀訊、承底ヽニ発迄年為冦詳

8Jとあ 1)以下は人もを誌す。これとだ‘いたい同→痣の

万冶珍巨ものと二甚ならんで‘立ってい和 I]岳町のも

のIi荒日1弦ぷ蹄嘉？芳下にあ 1J、古く沢日、
贔Y ¥、

島＼ r． 

：口乍も氏こぐ‘「ネ7ここ/こ:：：言r哀（；:i~こ[‘‘‘贔
虔正面金即本鳶-年世要楽紐忘左 l:::.

づく応ゞ環千年露月名祥己、進修成註所庚

申洪茶ー梁とあり、下に合鷺二珠をラ翌彫'?

a "，，””1文字にする。浅津狐告 C)［ま井虹砂象ェ氏呪蕗

表ず、火豆六湛像：の下）？辣と蒻ふ伺さあったもので

ある（ぐ床申雑危（ド砂J)蒻沿＼年ャ這知。

例）1少なぃ和、J....上がだ‘＼ヽたいラエ戸訊和姜月二乏＝三記

の凍釘朽庭、て＂ある。 もtJ三ぅ衷と＼ヽ うも＂し位‘＼ぅ乍されな 16 大日如来（承応三年）

がったなら 1尽段印凜はこういう形に終始したであ砂。 いパl！区浅 n：双百

これらの疫を通い‘て秀ぇられるこ~ Iさ、まず‘第一に従来の姦辻届蜆奏

を打ちやぶって、凍を邁面 iこおした‘‘したという二とであかいつまで＇

も本格的な仏絞呪共糸彦挽式をつつ＼＼げていたなら 1ば、後世の涙卑塔

噂盛1.:tみられなかったであ鱈悉ヽヽきって沫さ登場させたことがよ

かった。な砂取応以祐げ茂和塔ではまだまだ‘板碑的な文考塔が中

城て‘‘、社をきざ` むもの 1苫そのうちの 1まんの一舒 lごすぎなヽ っヽ蒻二）i源
を疇心ざんでも、それ liあくまで履晶泥ぐ、う史し7主僻況し lいならな

少った点である。心な外さなものを知 1喜和、ふさなもの力‘う

雌々になれさせていくと＼ヽう溢程赤さく咽然であが幻ゞ環釘に

噂応伺合って狂患を拝むような竹りをと砂りい弘ヽという二とて(¥ある。

赤祁野鱈噂り直均的な菟褐であったが、投げ叫I：：まじ‘

め）：：阪）あっかって＼意カガ勿と登場ざも註燐茶海としての辮巌を戻

わなかったという点であ和 この二禄の形）屯勾粂が武現してもず‘，，と

後まで造いい、＼＼う。 第四 1こぱぅ浚算蜆知戸如来疇心

g”秘従、である。環直疇対的噂膚、て＼、生汎f：：いうこどを

示方雨零這料いうべさ的，饂註l復疇尋、

戻和店0)中心をな戸碍叫‘あな猿拭あるため/::,,杷礎崖

森から一段違徴っ‘“炉豆れ、一節」羞レ荘をも-')て迎えら訊戸う）：：

なった。初邦の二1象がっぎ‘に生れ之くる 1まんとうに戻車らし＼猿一つ
まり見さ＂う頑わ‘さ‘‘る言わさ:) <7J 三1哀の埒徒となったわりがあ和だ＇から

この日和尺の猿衷）!_,柄畔ぃうい心のだが 1：：あっただ炉蝶を、惑ヽIきって
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（正保四年）

16 大日如来（承応三年）

屯京都台康 Iヌ：浅訊観斉 6
 

東京都流JII区町印釘砂

弥陀て：．尊来迎像板 1ii'Jr,1J

（承応三年）
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